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■団地から住宅市街地への転換を実現

《「浜甲子園さくら街（建替1期）」で、江川教授は多数の賞を受賞
した。07年に関西まちづくり賞（日本都市計画学会関西支部）、
08年に地域住宅計画賞、JIA優秀建築選、09年に都市住宅学会
賞。そして今年、西宮市都市景観賞（まちなみ発見クラブ賞）が
加わった。これは景観に関心の高い市民らの審査で選ばれた賞
であり、建物の高低や奥行きのある構成、落ち着いた色合いな
どにより、高層ながら快適な印象のまちに生まれ変わったこと
が評価された。》
江川

■研究最前線
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「親街路性」と「親空性」の建築環境デザイン

■ヨットハーバーと公営住宅が共存できる街

《江川教授が1989年に設計した「アルカディア21住宅街区」（兵
庫県三田市）は、90年に公共の色彩賞を受賞し、2008年に土木
学会デザイン賞を受賞した。98年に設計した「南芦屋浜災害復
興公営住宅」（兵庫県芦屋市）は、2000年に公共の色彩賞などを
受賞し、2010年に地域住宅計画賞を受賞した。建築直後の受賞
から18年、10年たってから再び受賞することは珍しい。一般
に時間の経過とともに価値が減っていく日本の住宅のなかで、
長い年月を経てその真価が認められ、輝きを増す例は少ない。》
江川

場所の声を聞く
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■建築の目的は生きるための場所をつくること

《「この場所ならではの魅力的な集住環境」とは何だろうか。江
川教授は若いころから一貫して、「場所の声を聞く」ということ
を語ってきた。近年、社会問題になっている団地の再生は、老

朽化した建築・住戸の改善だけでなく、コミュニティを含む「ま
ち」の再生という視点が必要だ。江川教授は「場所の声を聞く」
ことによって、その地域を魅力ある住宅市街地に変えていくこ
とができるという。その際にポイントとなる、建築の街路との
関係性、空との関係性とは？》
江川 31 JIA
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